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１．はじめに
　本論文は衣笠(2005)「until節における進行形につ
いて」（『英語語法文法研究第12号』pp.95-109）に
ついての全面的な反論であり，最終的に衣笠(2005)
は内木場(2004)の反論となっておらず，皮肉にも
内木場(2004)の分析が正しいことを裏付ける結果
になっていること検証する。
　衣笠(2005)の目的は「はじめに」のところで
「・・・しかし，telicなどのアスペクトを用いた彼
らの分析は，これまでの研究が不十分なことを指摘
したという意味で意義深い点はあるものの，彼ら
の研究（出水(2001, 2002, 2003)と内木場(2004)）
はuntil節における進行形がもつ意味合いを十分に
とらえきれていないと思える。そこで，本論文では
単純形と進行形の対比という視点から，どういう分
析ができるか考察してみたい。」（太字，下線は筆者
による）と記されている。しかし，until節の進行形
に関する内木場(2004)の論考ではtelicなどのアスペ
クト特性を用いた分析を行なっていない。内木場
(2004)は，本来非有界的(unbounded)である進行形
が何故until節に生起するのかを「境界点化」という
認知的視点から考察したものであり，until節の進行
形は「段階付けられた状況」と捉えられていると分
析している。したがってこの点の基本的理解に欠け
る衣笠(2005)は反論に値しないのであるが，上記
のような目的で展開されるべき衣笠(2005)は，結
論として，until節における進行形がもつ意味合いを
十分にとらえきれている内容を提示してくれるであ
ろうことを一応期待して，敢えてここで取り上げる
ことにする。（しかし，残念ながら衣笠(2005)のど
こを読んでもその目的に成功している箇所を見出す
ことは全く不可能である。）
　衣笠(2005)が論理一貫性に欠けるのはまずその
タイトルと内容が一致していないところにある。ま
た衣笠(2005)の考察の対象はごく一部の用例に向
けられ，しかもその用例の英文解釈に始終しており，
untilと進行形の問題を正面から議論していない。本
論に入る前に衣笠(2005)の構成を見てみよう。
２．衣笠(2005)の構成
　衣笠(2005)の構成は次のようになっている。
0．はじめに
1．先行研究
2.  until節内の進行形
　2.1.（出来事が起こる）場面設定を示す
　2.2. 行為の進み具合を示すuntil節
3. 主節が進行形である場合
4. おわりに
　第３節では「主節が進行形である場合」が扱われ
ているが，本題は「until節における進行形について」
となっており，タイトルと内容に不一致が見られる。
この致命的な欠点をひとまず大目に見て，以下，本
論文では衣笠(2005)の内容のみを検討の対象にす
ることにする。まず３節で「until節における進行形」
を論じ，４節で「untilの主節の進行形」を論じるこ
とにする。
３．until節における進行形
　衣笠(2005)の結論は「おわりに」にところで次     
のように記されている。
a. until節内の進行形：
ｉ) 場面設定を示す：（はっと悟るなどといった出
来事が起こったのは）起こるべき最終の場面を示
す。
 ⅱ）行為の進み具合を示す：対象となる人物の行
為が続く結果，自然なこととして生じる最終局面
を示す。
　上記ai）およびaii）を検討する前に内木場（2004）
の結論を以下に示す。
3.1. 内木場(2004)の結論
　untilは主節を境界化する機能を有し，untilのあと
は「境界点」を表す状況が来る。until節の進行形は
局面化，段階化され「境界点化」されている。この
局面化，段階化されている状況は，具体的には終結
点に近接する時間帯である場合と，行為・出来事の
開始後の進行中のプロセスの場合，そして変化後の
結果状態の場合の三つのタイプに分類できる。次に
それぞれのタイプの例を挙げる。(1)では「電車が
出発しかけている段階」，(2)では「デザートを食べ
ている段階」，そして(3)では「彼の真向いに立って
いる段階」が境界段階となっている。
(1) Belle devised the trick of waiting by a food 
stall at a halt until the train was just pulling out 
again. (BNC)
(2) She cooked dinner for Ken. He waited until 
they were having dessert  before he brought up 
the subject. “I don’t want to pry,” he said, “but 
shouldn’t whoever the proud papa is be doing 
something―？ ”(S. Sheldon, Rage of Angels)
(3) Benjamin was sitting at the corner table look-
ing out the window at the grounds of the hotel 
and didn’t see her until she was standing di-
rectly across the table from him.  (C. Webb, The 
Graduate )
3.2. 衣笠(2005)の結論ai)の検証
　
 衣笠(2005)はuntil節の進行形は場面設定を示すと
し，その説明は次のようになっている：活動動詞の
進行形や瞬間動詞の進行形の区別は意味がない。細
かくいうと，この場面というのは「思い出したり気
づいたりすべき最後のぎりぎりの場面」ということ
になる。…また，「ぎりぎりの場面になるまで…し
なかった」ということで，主節は否定文になること
が多いのも特徴である。
(1) She hadn’t realized until she was bumping along 
the road away from the dock  that she’d been 
shaking like an aspen leaf.(BNC)[内木場(2004)]
(2) After that I forgot about seeing Tavett and 
didn’t remember until I was leaving the build-
ing.  (BNC) [内木場(2004)]
(3) And it was not until Margo Posner was being 
led away  that Tyler realized what it was about 
her that reminded him so much of Kendall. She 
had the same gray eyes. The Stanford eyes.(S. 
Sheldon, Morning, Noon and Night) [出水(2001)]
　進行形では…出来事が起こる場面は思い出したり
すべき最終場面であることを示す働きをしている。
上記(3)で進行形が用いられているのは「マーゴ・
ポズナーのどこがケンダールを思い起こさせるのか
悟る時はいくらでもあったのに，連行される最後の
ぎりぎりの場面」であったからということになる。
（問題点）衣笠(2005)は上記(1)，(2)，(3)の例文を
内木場(2004)と出水(2001)から引用し，これらの
例文の進行形は「場面設定」を表すとしている。さ
らに，上記の３つの例文の主節ではremember，re-
alizeが用いられていることから，until節の進行形は
「思い出したりすべき最終場面」であると主張して
いる。
　進行形が場面設定をする働きがあるという場合
は，次例(4a)のように単純形と対比されている場合
や，(4b)のように，進行形＋when節の場合である。
(4) a. A wood fire was burning  on the hearth, and 
a cat was sleeping  in front of it. A girl was play-
ing the piano and was singing  softly to herself. 
Suddenly there was  a knock on the door. The girl 
stopped playing . The cat woke up. (柏野・内木場
『コーパス英文法』p.43)
　　b. At one o’clock in the morning, Alexandra      
arrived. I was waiting outside the delivery room 
when Dr. Watson and two nurses came hurrying 
out. Dr. Watson was carrying the baby, wrapped 
in a blanket.―S. Sheldon, The Other Side of Me
　なお，進行形が場面設定を表すという場合，進行
形の用いられたuntil節が強調構文の焦点になること
はない。次の(5), (6)の例文ではuntil節の進行形が場
面設定していというのであろうか？
(5) We lived together until he was dying and was 
taken to the hospital.
(6) John kept playing poker until he was winning.  
　(Kittredge 1969)
　until節の進行形が「起こるべき最後のぎりぎりの
場面」を示す働きをするというが，そもそも「起こ
るべき最後のぎりぎりの場面」とは何を意味してい
るのか理解できない。何故「起こるべき」なのか，
また何故「最後のぎりぎりの場面」なのか，理解に
苦しむ。しかもuntil節がどうして進行形になってい
るのかの説明が皆無である。
　次例を同氏はどのように説明するのだろうか。彼
が危篤の状態に陥った段階で初めて彼との同居を決
断したという意味である。この例文ではuntil節の進
行形が場面設定をしているわけではない。同居を決
断した時点，段階が焦点化されている。ここでは，
瞬間動詞の進行形が「差し迫った未来」を表してお
り，「危篤の状態」が段階化され，その段階がuntil
の境界化の基準になっている。
(7) We saw each other a lot, and we were close, but 
we didn’t live together actually until he was dy-
ing . I took three months oﬀ work and took care of 
him. (D. Steel, The Ranch) [内木場(2004)]
　どうやら同氏はnot …untilの否定構文の特徴を述
べているようであり，until節の進行形を考察の対象
としているのではないようである。そうであると
しても，そもそも，not…untilの構文においてuntil
節が場面設定をするということはありえない。not
…until構文ではuntil節が焦点化されるのでuntil節の
進行形が段階化や局面化されやすいという決定的
に重要な点を同氏は見逃している。瞬間動詞では
endpointに近接している段階や局面が境界点化され
ているということであり，活動動詞（過程動詞）で
は進行しているプロセス全体がひとまとまりにくく
られ時間軸上のひとつの段階として捉えられてい
る。また状態的意味を持つ位置や姿勢や接触を表す
動詞の進行形では変化後の結果状態が表され，until
節ではその結果状態が段階化や局面化の基準になっ
ている。「段階」は「点」を認知的に拡張して捉え
られているだけなので，untilのあとは「境界点」お
よび，その拡張された「境界段階」が来ると考える
ことができる。以下，若干用例を追加しよう。(8)
が達成動詞の進行形，(9)，(10)が状態的意味の動
詞の進行形，そして(11)，(12)が活動動詞の進行形
である。なお，(11)では，コーヒーを飲み始めて飲
んでいる段階が，(12)では，彼と同居し始めてしば
らくの間同居生活を送っている段階がuntilの境界段
階となっていることに注目されたい。
(8) She didn’t understand what he had meant un-
til they were getting into the car. (BNC)
(9) It was not until he was standing on the very 
edge that he saw Signor Fixit. (BNC)
(10) He helped the protesting wizard climb until 
he was hanging upside down. (BNC)
(11) It was not until they were drinking coffee  
that Helen said, “Well, now that you’ve told me 
about your visit to the zoo, tell me what you 
think about Joanna and Ian Woodall.” (BNC)
(12) ‘I knew that Alan liked the odd drink but it 
wasn’t until we were living together  that I real-
ized he was more or less an alcoholic, and vio-
lent with it.’ (BNC)
　次の(13), (14)の例文でも同氏はuntil節の進行形
は場面設定しているというのであろうか。もはや議
論の余地はなかろう。
(13) We lived together until he was dying and 
was taken to the hospital .(Attested)
(14) John kept playing poker until he was 
winning.  (Kittredge 1969)
        
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3.3. 衣笠(2005)の結論aii)の検証
　
　衣笠(2005)の結論の第２点目はuntil節の進行形
が「行為の進み具合を示す」というもので「対象と
なる人物の行為が続く結果，自然なこととして生じ
る最終局面あるいは意図する出来事の最終局面を示
す」としている。
(1) They made love until  the sheet was soaking 
wet ,…
(2) Davichand Rana crossed the room until he was 
facing Chet.
(3) Then I saw his ability. He controlled the car 
until  it was pointing forwards again.
                   (Cobuild direct )
　その説明は次のようになされている：until節内の
進行形のもう１つは，主節の動きの一部を密に描写
するという働きがある。主節は単純形で，until節
は進行形にして対比させ，主節が行為を，until節
はその行為に伴う１局面を示すというものである。
until節の場合，それ以上活動を継続することができ
ないというほどではないが，行動の最終局面を示し
ているということである。(1)でいえば，make love
していてだんだん汗をかいてきてシーツがぬれるま
でになったということである。make love 自体はま
だ続いているので単純形では意味が違ってくるので
ある。ただ，「場面のuntil節」では意図することな
く最終局面になったということだが，「行為の進み
具合を示すuntil節」では「行為を続ける結果，自然
なこととして生じる最終局面あるいは意図する最終
局面に達する」という違いがある。位置・姿勢をと
ると説明されるタイプも実はすべてこのタイプであ
る。(4)では転がし具合をuntil節で詳しく説明して
いるし，(5)はワックスがけの具合を説明しており，
until節はSamの意図する最終局面である。
(4) He rolled them slowly sideways until his body 
was covering hers .(BNC)
(5) Sam waxed the floor until it was shining.  
(Heinämäki 1978)
　衣笠(2001)では(6)を示して，食事の「（だいたい
最終段階の）コーヒーを入れている段階のときに」
と述べた。この例では食事の進み具合を示していて，
その最終局面であるコーヒーやデザートを食べたり
する局面である必要がある。つまりこれらの例では
「主節の行為の最終局面を示す」ものとして進行形
が用いられているといえる。
(6) All went smoothly until Gerbaz was pour-
ing out the coﬀee . (Seattle Times , January 30, 
2000)
（問題点）
　以下問題点を列挙する。
(A)上記例文(1)（They made love until the sheet was 
soaking wet.）のuntil節は進行形ではない。soak-
ingはwetを修飾する副詞である。また，until節の
wasは単純形であるが，「単純形では意味が違っ
てくる」というのはどういうことか? 「made love
自体はまだ続いている」というが，until節以下の
時点で主節の行為は時間限定されているので，そ
の行為は終わっていると解釈しなければならな
い。不適切な例文であるばかりか，その説明も的
はずれで支離滅裂である。
(B)「行為の進み具合を示すuntil節」では「行為を
続ける結果､ 自然なこととして生じる最終局面あ
るいは意図する最終局面」を表すというが，「最
終局面」とは変化後の「結果状態」のことか？あ
るいはuntilの「結果」読みの解釈ということか？
同氏は後者の「結果」　読みの解釈のことを指し
ているように思われる。しかし，「結果」読みの
解釈が可能な場合でも，until節が表す「最終局面」
が何故進行形になっているのかを説明しなければ
ならない。内木場(2004)ではこのタイプの進行
形は位置変化後の「結果状態(resultative state)」
を表しており，変化を飛び越えて変化後の「結
果状態」が境界段階になっている，と説明して
いる。そして単純形の場合には位置や姿勢の変
化(BECOME)の時点が境界点となっているとclear-
cutに分析している。同氏の考えでは次例の単純
形も「最終局面」ということになり，進行形との
違いが説明できない。
(a) Slowly and dignity, Tsu Ma climbed the steps 
until  he stood  there at his dead father’s side.      
(BNC)[内木場(2004)]
(b) As if moved by a key, her own head turned un-
til she confronted  him. (BNC)
(c) ‘I’d never do anything to hurt you,’ he added 
softly, slowly lowering his head until  his mouth 
touched her. (BNC)
(C) 同氏は「位置・姿勢をとると説明されるタイプ
も実はすべてこのタイプである」と主張している
が，その主張は誤っている。次例のuntil節の進行
形は位置・姿勢・接触を表す動詞が用いられてい
るが，主節の行為とは全く関係がない。この進行
形はuntil節の主語の位置変化後の結果状態を表す
進行形である。
(a) The performance cannot start till everyone is 
sitting down .(EED)
(b) Benjamin was sitting at the corner table look-
ing out the window at the grounds of the hotel 
and didn’t see her until she was standing di-
rectly across the table from him . (C. Webb, The 
Graduate )
(D)そもそも「行為の進み具合」とは何か？転がし
具合とかワックスがけの具合とは行為の様態のこ
とか？日本語の「具合い」とは「ものごとの状態」
とか「ものごとのすすめかた」とか「調子」のこ
とである。さらに「行為の進み具合をuntil節が説
明している」というがこれはどういうことか大き
な疑問である。同氏の日本語は極めて貧相である。
(E)上記例文(6)(All went smoothly until Gerbaz was 
pouring out the coﬀee.)では「主節の行為の最終
局面を示す」ものとして進行形が用いられている
というが，「主節の行為」は存在しない。主節は
All went smoothlyであり，状況を述べている内容
である。論理の飛躍もはなはだしい。ここでは
「コーヒーを注いでいる」という進行中の行為が
段階化されており，その段階がuntilの境界基準と
なっているのであるから，主節の内容とは無関係
である。この例文もまた不適切であり，その説明
も誤りである。
(F) 結局，同氏はuntilが「結果」読みになることが
あるということを述べたいのかもしれない。「結
果」読みの解釈が可能な場合があることは内木場
(2004)ではすでに指摘している。「結果」読みの
解釈が可能な場合というのは，主節が漸次的過程
を表す場合である。しかし，「結果」読みの解釈
が可能な場合でも，until節の進行形は境界段階と
して機能している。( a )では雑貨店の店長に昇格
した時点は言語化されず，昇格後の店長職を務め
ているという進行中の行為状態が言語化されてい
るわけだが，manager of a general storeが段階化
の役割を果たしている。(b)では寝ながらにして
練習中の歌を歌い始めた時点は言語化されず，変
化後の夢の中でさえ歌がでてくるようになって
いたという継続行為が表されている。ここでは
in his sleepが程度の段階化を表している。また，
(c)ではﬂat out（「全速力で」）がrunという行為の
程度を段階化している。さらに，(d)ではalmost 
whispering（「ささやき声といってよいような小
声」）全体が段階化の機能を果たしている。
(a) Then I went to work in a five and ten, and 
gradually worked my way up until I was man-
aging a general store . (BNC)[内木場(2004)]
(b) He took a singing lesson every day and vocal-
ized until he was singing in his sleep.  (S. Shel-
don, A Stranger in the Mirror )[内木場(2004)]
(c) He increased his speed until he was running 
ﬂat out , buying a few seconds of precious time 
to allow him to find a good defence position. 
(BNC)
(d) His voice had dropped lower and lower, until 
he was almost whispering,  and he let the last 
question in the silence. (BNC)
　次の例のように文全体が未来の内容を表す場合に
は「結果」読みの解釈はできない。この場合until節
は「目標段階」を表す。
(e) Pare down your weight until you are carrying 
as little excess as is commensurate with health.  
(BNC)
(f ) From this point you can progressively reduce 
both the height and the speed until the model 
is performing very slow circles just above the 
ground. (BNC)
        
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　「結果」読みの解釈と変化後の「結果状態」とは
同一ではない。変化後の「結果状態」の場合であっ
てもuntil節に現れている以上，段階化されているの
である。
　上例のように活動動詞の場合は進行中のプロセス
がひとつの「変化段階」として捉えられていなけれ
ばならない。次例のuntil節の進行形は「年収が150
ポンドもらえるようになっている段階」を表してお
り，「年収150ポンドになっている状態」が結婚の
目安の段階となっている。単純形のearnedでは単に
年収が150ポンドになったという変化時点が示され
るだけである。
(g) Do the Bank want to go back to a time when a 
male oﬃcial could not get married until he was 
earning £150 per annum and by the time he 
was earning that sum he was past having an in-
terest in marriage? (BNC)
(G) 同氏は主節の動詞がwaitの場合を取り上げ，「こ
の場合waitとuntil節は無関係である」としながら
も，この場合のuntil節の進行形は「行為の進み具
合を示す」ものの中に含めて議論している。しか
し，waitとuntil節は無関係ではない。また，この
場合until節の進行形は「行為の進み具合」とは全
く関係がない。waitはuntil節に具体的行動をおこ
なう目標時点や目標段階を設定する動詞であるの
で，until節が進行形であっても目標段階として捉
えやすい。なお，その場合でも，この目標段階は
最終段階ではない。さらに，この進行形はすでに
行為が開始された後の進行中の行為継続を表し，
かつ変化の１段階を示している。つまり，until節
は段階化されているのである。衣笠(2005)には
この考察が完全に欠如しており，「until節は主節
の主語の動作（行為）の最終局面（意図した局面）
である」というだけでは，until節の進行形を何ら
説明したことにはならない。
(a) I wait until my husband’s doing the late shift,  
and I wait until my children have gone to bed, 
and I sit down in front of the television.(BNC)
(b) “And also―also I was wondering if you could 
wait. Till he’s talking to someone .” (C. Webb, 
The Graduate )
(c) She cooked dinner for Ken. He waited until 
they were having dessert  before he bought up 
the subject. (S. Sheldon, Rage of Angels) [内木場
(2004)]
(d) “You used a sawed-oﬀ shotgun under a rain-
coat?” “That’s right. I waited until it was raining , 
and then hit a bank.” (Ibid.) [内木場(2004)]
4.衣笠(2005)の結論ｂの検証
　
　衣笠(2005)はuntil節を伴う主節の進行形は「until
節に出来事が来る場合，場面設定的な意味をもち，
突然の出来事が起こることを暗示する」と主張して
いる。具体的には次のような進行形にuntil節が続く
場合を対象にしている。
(1) Everything was going well until  suddenly the 
horse literally ﬂew into the air, and did a jack-
knife leap at the gate of the bullpen. (D. Steel, 
The Ranch )[衣笠(2005)]
　内容の具体的検討に入る前に内木場(2004)の主
張点を確認しておこう。
4.1.内木場(2004)の主張
　
　untilの主節の語彙アスペクト制約は[durative] [atelic]
である。untilは主節の状況を時間的に限定・境界を
付与する機能をもつので主節はunboundedでなけれ
ばならないが，進行形は文法的に状況をunbounded
にする本来的機能を持つのでunboundednessの度合
いが同じunboundedな単純形と比べて高く，untilの
境界化の語彙文法的機能と衝突するためuntilとは通
例共起しない。単純形ではなくあえて進行形が用い
られる場合は進行形特有の意味を伝えたいという表
現意図がある場合である。進行形特有の意味という
のは「主観性」「一時性」「強調」「限定期間における
反復」「生き生きとした生彩」などの意味である注1）注2）。
（問題点）
　以下，衣笠(2005)の結論の問題点を1つずつ検討
する。
（A）「until＋時間」の場合は「until＋出来事」とは     
区別されているが，両者では主節のアスペクト制
約に違いがあるというのであろうか。この点が明
らかにされていなければならないが，前置詞用法
のuntilと接続詞用法のuntilを区別する根拠は何も
示されていない。untilの主節の進行形を分析の対
象とすべきところを「until＋出来事」に限定して
議論を進めているのはいかにもお粗末である。こ
のような限定的な手法では次の諸例は分析の対象
からはずされることになるがこれでは議論になら
ない。内木場(2004)では次例(2)(3)のように主節
が単純形になる場合が無標で一般的であること
を前提にして(4)(5)(6)のような進行形が来る場合
(untilの前置詞用法)も考察の対象に含めて包括的
な議論を展開している。
(2) She worked there until her transfer to Denny 
Street, Tralee in 1979 , (BNC)
(3) He worked in this area until his retrial in 
1975 , but was immediately re-employed as 
time-keeper (part-time), a position he had until 
April 1990 when he officially stopped work. 
(BNC)
(4) Gary was working for IBM until 1969, when 
he got a job at Sperry . (LDCE3)[内木場(2004)]
(5) Until the last minutes  I was revising our docu-
ment, often making signiﬁcant alternations, and 
ringing up members of the Group for this as-
sent. (BNC) [内木場(2004)]
(6) He had known Eliot since the First World War, 
and at that time and until the poet’s death in 
1965, he was seeing him frequently. (BNC) [内
木場(2004)]
（B）「実は，until節を伴う主節で用いられている進
行形は，場面設定的な役割をしており，一定の(特
に順調な)行為の継続があって，その行為を中断
させる（または行為と関連した）やや突然の出来
事が起こったことがuntil節で示されている場合の
み許されるといえる」というが，行為の中断があ
る場合でも，主節の進行形は「場面設定」をして
いるとは言えない。次例を検討してみよう。
(7) Everyone saw that the horse was galloping 
well until  there was a clean break of the leg. 
(BNC)[内木場(2004)]
(8) Frankie, at 64, was working right up until he 
was taken ill. (BNC) [内木場(2004)]
　これらの進行形は行為・過程がuntilで示される時
点まで継続していたことを表しているが，単純形と
異なり，主語の行為・活動そのものが焦点化され，
ときには主観的にまたときには強調的に表現されて
いる。(7)では骨折するまでは競走馬が順調に疾走
していたことが，(8)ではFrankieが病気になる直前
まで働いていたことが主観的に描写されている。こ
の場合，話し手（書き手）は自らの視点を主語の
the horse, Frankieに置いて，主語に共感的にその行
為・活動を描写している。until以下の出来事によっ
てそれまでの順調な主語の行為・活動が中断され，
話し手（書き手）は無念さを覚えている。次の例文
でも話し手（書き手）の視点は主節にある。
(9) The team was playing well on against Brighton 
up until  Barry went oﬀ really. (BNC)
　もちろん進行形が突然の出来事が起こる背景を描
写する場合もある。これは進行形の１用法にすぎな
い。この場合はuntilの「結果」読みと同じく順接的
解釈となる。そしてこの順接的解釈ではuntil以下が
談話上新情報となる。この場面転換の描写ではuntil
の前にカンマが置かれるか，until節内に場面展開を
表す副詞が来る。
(10) Mark was making hamburgers and Caesar 
salad. And things were going pretty well, un-
til he put too much fuel on the charcoal and 
flames started leaping skyward, and seemed 
to get rapidly out of control. (D. Steel, The Cot-
tage ) [衣笠(2005)] 
(11) Everything was going well  until suddenly 
the horse literally flew into the air, and did a 
jackknife leap at the gate of the bullpen. (D. 
Steel, The Ranch )[衣笠(2005)]
　ちなみにBNCで検索してみるとgoing well untilは
４例，went well untilは14例ある。
　until節を伴う主節の進行形は進行形独自の用法を
表現しているのであり，進行形が背景的説明に用い
        
     
られている場合があってもこれは進行形の談話的機
能であり，進行形の１用法である。
（C）同氏はuntilの前置詞用法と進行形が共起した
次例を挙げて「しかし，イギリス人が用いるとい
う根拠となる例は(12)であり，この場合はその日
の午後はどうしていたかという問いに返答の場面
であり，普通の用法ではない」と述べている。イ
ギリス用法とは何を根拠にしているのであろう
か？「普通の用法ではない」というのは，アリバ
イを主張している場面であるということではない
のか？
(12)‘Were you definitely with your friend that 
afternoon?’  ‘Yes, I was. We were talking until 
nearly two o’clock.’  (Stephen N. Williams, Pro-
grammed Mystery Stories )[衣笠(2005)] 
　内木場(2004)ではアリバイを主張する場面で進
行形が用いられている例を挙げて，これは進行形の
「強調用法」であると説明している。
(13) William Tidbury stated that on 11 December 
he had been working until late at a local farm  
(this had already been borne out by the farmer) 
(BNC)
　次の(14)，(15)では「動作が終わってあまり時間
がたっていないために進行形が容認される」と場当
たり的なコメントを加えているが，ここはまさに進
行形の「生き生きとした生彩」を表す用法である。
(14) ‘You look tired.’  ‘Yes. I was cycling non-stop 
until ﬁve o’clock. (Swan 1995)[内木場(2004)]
(15) I was dancing with the officers until two 
o’clock this morning! (BNC)[内木場(2004)]
（D）同氏は「行為の中断」にこだわり，「しかるに，
（1）（2）のuntil節内の出来事はその行為の中断
を示す内容と思えないことが容認不可能あるいは
容認されにくい原因であるといえる」と独断は続
く。
(1)*John was reading the book until we came. 
(Heinämäki 1978)
(2)?John was waiting until  Mary arrived. (Kit-
tredge 1969)
　上の(2)の例文は主語の意図・計画を表す解釈も
可能なため容認度が上がっていると考えられるが，
例文(1)(2)とも進行形にする動機付けは存在しない
ことが容認不可，または不自然と判断される要因で
あることに変わりはない。
　次例(3)は行為の中断がある場合でも中断がない
場合でも進行形は容認されない。また，(4)は行為
の中断はないが進行形となっている。
(3)*Mike was playing tennis until  his toes 
hurt.(Heinämäki 1978)
(4) He was regarding her with unnerving concen-
tration, until  she felt she wanted to duck down 
under the water, fearing her swimsuit was see-
through or something. (BNC)
　また単純形でも行為・過程の中断は表すことが可
能である。
(5) All went well until  suddenly a drive-shaft cov-
er came loose and shot across the room, leaving 
a small hole through which the gas began to 
spurt. (BNC)
(6) After that things went more smoothly for a 
few days, at least until  the following Monday. 
(BNC)
　　
　以上の考察から「進行形＋untilは行為の中断を
表すことがある」ということしか言えない。衣笠
（2005）は「行為の中断」というごく一部の文の解
釈に目を奪われ，議論すべき問題の本質を見逃して
しまっている。
5. おわりに
　
　本論文ではuntilと進行形との共起について内木場
(2004)が行った分析と考察に「反論」というかた
ちで提起された衣笠(2005)に詳細な検討を加えた
が，結果的に内木場(2004)の分析が正しいことを
再確認することになった。第１点として，untilは主
節の状況に時間的限定を与える境界化の働きをし，     
until以下には境界点が示されるのが通例の用法であ
るが，until節に進行形が用いられた場合には，「点」
を拡大した「段階・局面」を表していると考えるこ
とができること，そしてその「段階化，局面化」に
は動詞の種類によって３つのタイプがあることを，
第2点として，untilと共起する主節の進行形は有標
の表現形式であり，単に「継続」の内容を表す単純
形とは異なり進行形独自の意味を表していること
が再確認できた。
（注１）ちなみに，次例は進行形が主語の意図や計
画を表す用法である。
(1)“Do what you want, but I’m not leaving this 
lobby until  I have my daughter back,…” (J. Col-
lins, Thrill!)
(2)“I’m working till six o’clock , and then I’m going 
to go home and sleep for about twelve hours. I 
have to be back here at eight o’clock tomorrow 
morning.” (D. Steel, The Cottage )[内木場(2004)]
　また次例の進行形は「限定的期間における習慣や
反復」を表している[内木場(2004:98. fn)]
(3) Some of the farmers were working till nearly 
midnight when it was harvest time you know. 
(BNC)
 (注２) 次のように主節がachievementの進行形で
「差し迫った未来」を表す場合もある。
(1) Jack was winning the race until the last lap.
(2) Maggie was winning the race until Zola 
tripped her.
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